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知事記者会見の概要 

 

日 時：令和3年4月18日(日) 15:30～15:45 

場 所：502会議室 

出 席 者：知事、防災くらし安心部長、健康福祉部長、医療統括監、 

広報広聴推進課長 

出席記者：15名、テレビカメラ5台 
 

1 記者会見の概要 

広報広聴推進課長開会の後、知事から1件の発表があった。 

その後、フリー質問があり、知事等が答えて閉会した。 
 

2 質疑応答の項目 

発表事項 

(1) 新型コロナウイルス感染症への対応について 

フリー質問 

(1) 発表事項に関連して 
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☆報告事項 

知事 

皆様、お休みのところ大変ありがとうございます。私から、新型コロナウイルス感染症

について、申し上げます。県内では、本日8名の新規感染者が確認されました。これで累計

が1,331人となりました。 

また、昨日、県内の医療機関に入院中の県民の方１名がお亡くなりになりました。本県

の新型コロナに関する死亡事例は累計で27人となり、高齢者の方が立て続けにお亡くなり

になっておられます。謹んで哀悼の意を表しますとともに、ご遺族の皆様に心よりお悔や

みを申し上げます。 

高齢者が感染しますと、重症化リスクが高く死亡に至る例もみられるほか、回復も遅く

長期入院の傾向となり、病床ひっ迫に繋がります。 

県民の皆様には、新型コロナは死に至る場合もある病気であることを改めてご認識いた

だき、感染防止対策をしっかり実践されるようお願いいたします。特に、高齢者や基礎疾

患をお持ちの方が感染しないよう、家族や介護施設など高齢者の周囲におられる方は、今

一度、感染防止対策の徹底にご協力をお願いいたします。 

 

次に変異株について申し上げます。昨夜から本日にかけて、民間の検査機関による変異

株のスクリーニング検査の結果、本県内で発生した新型コロナの感染者２名の方から、

N501Y変異のある変異株が確認されました。 

速やかに国立感染症研究所に検体を送り、全ゲノム解析を行っていただく予定でありま

す。解析結果につきましては、あらためて県民の皆様にお知らせをいたします。この全ゲ

ノム解析により、英国型ですとか、ブラジル型ですとか、そういった変異株の系統が判明

いたします。 

県民の皆様には、これまで以上に感染のリスクが身の回りに常にあるという意識を持って

いただき、こまめな手洗いや正しいマスクの着用、消毒や換気をはじめ、３つの密を避ける

などの「新しい生活様式」をあらためてしっかりと徹底くださるようお願いをいたします。 

 

また、全国的にN501Y変異株の感染者が増加傾向にあります。特に、大阪府や兵庫県な

ど関西圏で多く感染が確認され、東京都や愛知県などでも感染者に占める割合が上昇して

きております。 

新型コロナ対策の要とも言えるワクチン接種が進むまでの間、何としても県内での

N501Y変異株の流行を遅らせる必要がありますので、県外との往来について、2点のことを

お願いいたします。 

 

1点目は、政府のまん延防止等重点措置の対象区域であります10都府県。宮城県、埼玉県、

千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、沖縄県との往来は可能な
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限り控えてください。 

2点目は、4月25日までの間、4月16日現在で直近1週間の10万人あたりの陽性者数が15

人以上となっている奈良県、和歌山県、徳島県との往来は十分に注意してください。 

なお、通学や通勤などでやむを得ず県外との往来が必要な方につきましては、正しいマ

スクの着用やこまめな手洗い、消毒など、感染防止対策をより一層徹底していただくよう

お願いいたします。 

 

それから、医療提供体制について申し上げます。山形市の感染拡大などの状況を受け、

村山地域を中心に医療ひっ迫の度合いが高まっております。そうした状況を受け、先般、

県立中央病院に新たに2床、県立河北病院に6床の新型コロナ専用病床の増床を図ったとこ

ろです。これに加え、村山地域の医療機関に5床、県立新庄病院に新たに2床を増床するこ

とといたしました。これで合計は237床となります。 

今後とも、県全域で更なる病床の確保を進め、医療崩壊を引き起こすことのないよう、

取り組んでまいります。 

 

なお、山形市の状況でありますけれども、これをご覧になっていただきますと、県と山

形市とで独自の緊急事態宣言を発して、25日まで延長となっているわけでありますけれど

も、最近の1週間を見てみますと、そのうちの4日はですね、1桁台となります。やっとそう

いうふうになってまいりました。それから、直近1週間の人口10万人あたりの新規感染者数

は、政府のステージ４の指標が25人以上となっているのですけども、ようやくですね、下

回ったところであります。今後の感染状況をしっかりと見ていきながら、そして、医療専

門家のお話も伺い、山形市さんとも相談をしながらですね、解除であるとか、そういった

ことについて、しっかりと判断をしていきたいと思っているところでございます。 

 

重ねてのお願いとなるんですけれども、県民の皆様へのお願いです。大切なご家族やご

親族、ご友人、そしてご自身をコロナから守るために、基本的な感染防止対策である、こ

まめな手洗いや正しいマスクの着用、消毒、換気をはじめ、３つの密を避けるなどの「新

しい生活様式」の徹底をお願いいたします。県民の皆さんと力を合わせて、このコロナの

危機を乗り越えてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。  

私からは以上です。 

 

☆フリー質問 

記者 

朝日新聞の上月です。今日はN501Yが初めて見つかったということなんですけれども、

この株は、山形では今まで見かけなかったわけで、県民にとっては、具体的にどういう懸

念があるかっていうのは、わからない方も多いかと思うんですけど、あらためてそれにつ
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いて、どのような懸念を考えているのか説明していただいてよろしいでしょうか。 

 

知事 

はい、懸念される変異株と言われている変異株です。E484Kのほうはですね、懸念され

る変異株のほうには、数えられていないというふうに承知をしておりますけれども、この

N501Yというのはですね、イギリス型とかブラジル型または南アフリカ型というふうな系

統があるようでありますけれども、有識者によりますと感染力が強い、従来のよりも1.5倍

ぐらい強いとか、重症化しやすいというようなことが言われておりますので、大変注意を

しなければならないそういう変異株だというふうに思っております。 

山形県が47番目に確認されまして、昨日のお昼までは、山形県だけがですね、確認され

ていない地域だったんでありますけれども、とうとうこれで全国で確認されたということ

になりました。本当に県民の皆さんと一緒になってね、この変異株の増加ということはで

きる限り、抑制していかなければならないというふうに考えているところです。 

 

記者 

この変異株の拡大を防がなきゃいけないということですけど、具体的に県として新たに

何かこういうことをすべきだとか考えている対策はありますでしょうか。 

 

知事 

はい、新たにとおっしゃいましたけども、やはり、うつらない、うつさない、というとこ

ろが一番大事かと思っておりますので、多く確認されている地域との往来、そこをできる限

り控えていただくということが大事なのかなと思っています。それでさきほどお願いをした

んでありますけれども、まん延防止等重点地域との往来は控えてください、ということであ

りますとか、そのほかの地域とも十分に注意してください、ということであります。あとや

はり基本的な感染防止対策を個人的にもまた事業者のガイドラインというところでも、今一

度徹底していただく、そのことがやはり大事なのかなというふうに思っております。 

 

記者 

あと、25 日には緊急事態宣言、山形市の期限がやってくるわけですけども、今回その変

異株が見つかったことで、この緊急事態宣言の延長解除に対する影響について、あるのか

ないのか、どのようにお考えなのでしょうか。 

 

知事 

そうですね、今回 2 名の方が確認されたということでありますけれども、今後どういう

ふうに確認、それが増えていくのかどうかということも、総合的な判断の中に入ってくる

かというふうに思います。 
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記者 

ありがとうございました。 

 

記者 

NHK 和田です。よろしくお願いいたします。先週の金曜日から県の方で、県民の宿泊の

キャンペーンが始まったと思うんですが、N501Y は感染力も強いということもあって、県

内といえど、人が移動するのってどうなのかなと思う面もあるんですけれども、経済対策

に対する考え方で、なにかこの変異株を、これを受けて、何かあったら教えていただけま

すでしょうか。 

 

知事 

はい、変異株だから対応を変えるというようなことではないとは思っておりますけれど

も、ただそれが増えていくかどうか、ということは非常に注意しなければいけないところ

だと思っています。それでキャンペーンと直接ということではないと思いますけれども、

今のところは３つの、山形市以外の県民の方々にそのキャンペーンが使えるようになって

おりますけれども、もし宣言が解除というようなことになれば、全県民ということになり

ますね。ですが、そういう場合、懸念される変異株というのが県外で多く確認されている

ということもありますので、そういった県外との往来を控えてくださいということで、で

きる限り防いでいく、ということはあろうかと思います。 

 

記者 

そうされますと、今のところ県の方で行っているキャンペーンですとか、そういったも

のを中止しようとかそういうのは今のところは考えてはおられないのでしょうか。 

 

知事 

はい、これからこの変異株が増えていくかどうか、そういうところを見ながら、という

ふうに考えています。 

 

記者 

ありがとうございます。 

 


